日本アーカイブズ学会登録アーキビスト・登録申請書式　
規程第6条第3号該当申請者用　　
　　　　　　　　　　申請者番号　201202-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書式3(3)　　　　　　　　　　専門的業績説明書

申請者氏名：　文書花子　　　　　　　　　　　　　

私は、別表3に定める「アーカイブズ学に関する論文に相当する専門的業績」　　3　　本（論文、またはそれに相当する専門的業績の成果　合計2本以上）について、アーカイブズ学に関する知識体系および技能を活かした専門的業績であることをここに説明致します。
1.　規程別表3　注記　(1)・(2)該当　（いずれかを□で囲む）

業績名
：(論文)「歴史・仕事・人生－□田□郎アーカイブズが語るもの」
(『○○大学東洋史研究センター紀要』第12号、2007年、pp.22-36)

業績の説明（800字程度）
：
　小稿は、申請者が勤務している○○大学東洋史研究センターで所蔵する東洋史研究者、□田□郎（1912-2002）個人アーカイブズの編成・記述という実務経験から生まれた問題意識を論文化したものである。

　□田□郎は1912年、....（以下略）

2.　規程別表3　注記　(1)・(2)該当　（いずれかを□で囲む）

業績名：(資料目録)「収蔵文書目録第○集　△△家文書目録」
(○○県、2011年、pp.1-50)

業績の説明（800字程度）
：
　本目録は、申請者が勤務する○○文書館において所蔵する△△家の文書目録を作成した成果物である。本目録は、大きく解題部分と目録部分からなる。解題部分は、△△家の系図や同家が所在する地区の説明、△△家がこれまで資料を保管してきた経緯を説明し、合わせて本目録における構造分析をふまえた編成方針などを記述した。目録部分は、解題部分で説明した編成及び記述方針に沿って、資料を配列した。本目録の特徴としては、・・・(中略)であると考えている。
　

3.　規程別表3　注記　(1)・(2)該当　（いずれかを□で囲む）

業績名：(展示図録)「○○と△△に生きた藩主」
(○○県立博物館、2010年、pp.1-112)
業績の説明（800字程度）：
　本図録は、申請者が勤務する○○県立博物館における企画展として開催するに際して、作成した成果物である。本図録は、申請者が編集・執筆した成果物である。図録は、これまで本格的に紹介されることのほとんどなかった藩主○○にスポットをあて、彼の生涯と事績の全体像を紹介したものである。本図録の特徴としては、・・・(中略)であると考えている。
（業績を2本以上提示する場合は、次ページに上記項目等を必要数コピーして記入し、通し番号を付して下さい。）
�論文の種別、タイトル、掲載媒体名（必要な場合は発行者等も）、掲載号、掲載ページ、掲載年などの情報を必ず記入してください。業績が共同成果物である場合は、申請者の分担率を「分担率：50 ％」のような形で明示してください。


�「アーカイブズ学に関する」業績であることを明確に示すよう心がけてください。そのうえで業績の内容を800字程度で具体的に記述してください。


�アーカイブズに関する専門的業務の成果物としての調査報告書、企画設計書、資料目録、展示図録、資料集、データベース等について、論文に相当する専門的業績の説明を、具体的に記述して下さい。申請者が成果物で果たした役割(地位、作業内容、分担率)についても明示下さい。
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